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令和８年度第１回東京都感染症地域医療体制整備事業に係るブロック協議会 議事要旨 
【区東部ブロック】 
 
１ 日 時 令和８年６月 23 日（火曜日） 19 時 00 分から 20 時 05 分まで 
２ 開催方法 オンライン開催 
３ 出席者 別添「東京都感染症地域医療体制ブロック協議会（区東部ブロック）委員 出席者

一覧」のとおり 
４ 議 題 

（１）新型インフルエンザ等感染症地域医療体制整備事業等について 
【事務局説明】 

感染症地域医療体制整備事業の概要、ブロック協議会の役割及び令和８年度事業スケジュ
ールについて説明 

新たに訪問看護ステーション協会を委員に加えるとともに、東京消防庁をオブザーバーと
して参加いただくこととした。 

また、第２回ブロック協議会は 10 月末から 11 月頃の開催を予定している。 
※ 特段の意見なし 

 
（２）新型インフルエンザ等対策訓練について 

【事務局説明】 
令和８年度ブロック訓練の実施予定、全保健所の参加促進、訓練担当者名簿の共有及び今

後の実施ローテーションについて説明 
今年度は令和８年９月７日に都立墨東病院及び江戸川保健所を中心として訓練を実施予定

である。 
【主な意見】 
・従来の訓練は、病院と行政との間で行われているが、診療所には感染症疑い患者が直接来
院することも想定されるため、診療所受診時からの対応を含めた実践的な訓練が重要であ
る。また、地域の診療所の視点を訓練内容に反映してほしい。 
・感染症対応においては診療所との連携が重要である。また、協定締結医療機関等の参加も
含め、より幅広い医療機関との連携について検討が必要である。 
・薬局にも感染症疑い患者が来所する可能性があるため、薬局の役割についても訓練シナリ
オに組み込むことが望ましい。 
【事務局回答】 

診療所や薬局を含めた現場の視点を踏まえた訓練の重要性を再認識した。また、感染症指
定医療機関以外の医療機関との連携や訓練への参加の在り方についても今後検討していく。 

 
（３）新型インフルエンザ等対策研修及び普及啓発について 

【事務局説明】 
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令和８年度研修はＢＣＰをテーマとして動画配信形式で実施予定であり、昨年度のブロッ
ク協議会での意見を踏まえてテーマ選定を行った。また、普及啓発については、感染症への
意識低下を踏まえ、感染対策の必要性を分かりやすく伝えるポスター・リーフレットを作成
し、学童期を主な対象として９月中旬頃までの配布を予定している。 
【主な意見】 
・学童期を対象とした普及啓発については、ポスターやリーフレットだけでなく、動画等を
活用した分かりやすい情報発信も有効ではないか。また、感染症に関する基本的な知識を広
く普及していくことが重要である。 
・ポスターやリーフレットについて、紙媒体だけでなくデータでの提供があると活用しやす
い。 
【事務局回答】 

動画コンテンツの活用について今後の検討課題として認識するとともに、既存の感染症予
防動画等も活用しながら効果的な普及啓発を進めていく。また、ポスターやリーフレットに
ついては各区へデータでの提供も行い、関係機関と連携しながら周知していく。 

 
（４）新型インフルエンザ等感染症有事に備えた取組状況等調査について 

【事務局説明】 
有事における初動期の連絡体制や役割分担、関係機関との情報共有状況等を把握するた

め、保健所を対象とした調査を実施する。調査結果は、訓練テーマや研修内容の具体化、関
係機関との連携強化等に活用する予定である。 
【主な意見】 
・各区で行動計画の策定が進んでいる中、このような調査は有益である。また、会議後の振
り返りや専門家の助言を得られる機会があると望ましい。さらに、夜間休日の対応体制につ
いても助言を得たい。 
【事務局回答】 

各区の取組状況や行動計画の内容を踏まえながら、より良い体制整備や助言につなげてい
きたい。 

 
（５）医療措置協定等について 

【事務局説明】 
医療措置協定、検査措置協定及び宿泊施設確保措置協定の締結状況について報告した。協

定締結数は東京都感染症予防計画における目標を達成しており、引き続き新規開設医療機関
等への協定締結の働きかけを進める。また、東京都協定締結医療機関連携システムについ
て、令和９年度の本格稼働に向けて開発を進めており、平時・有事双方での情報共有や協定
管理に活用する予定である。 
【主な意見】 
・重要な情報が掲載された際に通知が届く機能があると有用である。また、平時から感染症
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情報等を共有しながらシステム利用に慣れておくことが重要である。さらに、現場で有用な
情報を共有できる仕組みについても検討してほしい。 
・システム操作時に現在の進捗状況が分かる仕組みがあると利用しやすい。また、有事に備
え複数の連絡手段を確保しておくことが重要である。 
・有事の緊迫した状況でも直感的に操作できる分かりやすい画面設計が重要である。 
・平時からシステムを活用しながら備えていくことが重要であり、継続的なテストや訓練も
必要である。 
【事務局回答】 

重要なお知らせの通知方法や情報発信機能の充実について検討している。また、感染症に
関する情報掲載を含め、医療機関が平時から活用しやすいシステムとなるよう改善を進めて
いく。 

 
（６）PCR 検査精度管理支援事業について 

【事務局説明】 
検査措置協定を締結している医療機関を対象とした PCR 検査等の精度管理調査結果につ

いて報告した。令和７年度は診療所に加え病院も対象とし、文書調査、技能試験、技術支
援、講習会及び報告書公表を実施した。調査結果では検査に関する日誌等の整備について改
善傾向が見られる項目もある一方、検査関連記録の整備や技能試験の正答率等について引き
続き支援が必要である。 
※ 特段の意見なし 

 
（７）情報提供 

【事務局説明】 
急性呼吸器感染症（ARI）、麻しん、エボラ出血熱、ハンタウイルス肺症候群、重症熱性

血小板減少症候群（SFTS）等の発生状況及び対応状況について情報提供を行った。また、
アジア感染症対策海外派遣研修の案内を行った。  

なお、麻しんに対する緊急接種の実施状況及び接種体制の拡充方針について説明するとと
もに、エボラ出血熱等に関する情報については引き続き関係機関に共有していく。 



令和8年６月23日（火）19時〜20時

（敬称略）

区・ 団体名 団体・病院名 役職名 氏名 備考

1 墨田区
地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立墨東病院

感染症内科部長 中村 ふくみ

2 墨田区 医療法人伯鳳会 東京曳舟病院 診療部 救急科部長 磐井 佑輔

3 墨田区 公益社団法人墨田区医師会 副会長 西島 由美

4 墨田区 墨田区 保健衛生部課 保健予防課長 杉山 美奈子

5 江東区 社会医療法人社団順江会 江東病院 呼吸器内科部長 藤井  充弘

6 江東区
順天堂大学医学部附属
順天堂東京江東高齢者医療センター

感染対策室・室長 金井 美紀

7 江東区 公益社団法人江東区医師会 理事 染谷 朋之介

8 江東区 江東区保健所 健康部保健予防課長 曾我 一將

9 江戸川区
日本私立学校振興・共済事業団
東京臨海病院

副院長 山口 朋禎

10 江戸川区 一般社団法人江戸川区医師会 副会長・感染症予防対策担当理事 安保 賢一

11 江戸川区 江戸川区保健所 保健予防課長 近藤 範子

12 都医師会 公益社団法人東京都医師会 理事 市川 菊乃

13 都薬剤師会 公益社団法人東京都薬剤師会 理事 濵野 明子

14 都訪看協会 一般社団法人 東京都訪問看護ステーション協会 地区支部委員 黒木 康平

15 東京都 東京都保健医療局 感染症対策部長 竹中 雪与

東京都感染症地域医療体制ブロック協議会（区東部ブロック）委員 出席者一覧


